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Synthesis of Cyclopropenyl Cations involving Sulfur Atoms. 























オシクロプロペニル， CIIa) トリス-mー メチルフェニ
ルチオシクロプロぺ二Jレ， Cil a)トリスー oー メチルフェニ
ルチオシクロフ。ロペニル過塩素酸臨と(!t)トリス-p
-1-ブチjレフェニJレチオシクロフ。ロペニJレホウフッイ七オt
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示した.
表 I 化合物(I)~ (1lI)の物理的デー タと形状
Compound yield 
m(℃p ) Cryst.form 切ら1
Ia 63.4 180 White Powber 
b 10.8…山…l
IIa 37.3 175-177 Brown Powder 





表H 化合物(I)~(1lI)のUV， 1R， NMR と MS
I Compound UVll 1R2) NMR3l MS 
Amax nm (cm-1) (τ) (m/e) 
(Iogε) * M+ 
Ia 232.5 (4.51) 1242 2.15(m) 6f[ (534) 
290 (4.30) 2.35(m) 6H 435 I 
8.35(8) 36H (522¥ 
b 233 (3.87) 1250 
284 (3.98) 
IIa 260 (4.35) 1250 2.50(nl)12H 309 
312 (4.13) 7.90 (s) 9H 
IIIa 276 (3.98) 1247 
l 一一型空 (3.勾L一 一一一
1) Solvent CHs CN 
2) KBr disk 
3) Solvent: acetone-D6 ;非:s=Singlet， 





ウ置換の構造的影響を示唆している.NMRは(1 .， b) 
ではア 2.15，2.351こフェニル基，T 8.351乙置換基 (p-t



























4.3 卜リス -m メチルフェニルチオシクロプロベニ
ル過塩素酸塩(lIa) 
テトラクロロシクロプロペン(1.79g， 0.010 mol) ， 
塩化メレン5ml，m-トルエンチオール (5g，0.040mol) 
を使用し， 4.1の操作にしたがい，シリカケ、Jレカラムク
ロマトグラフィーと再結晶から，茶色粉末結晶， mp 175 
~177'C の(1Ia)を1.6g (37.3%)得た.
4.4 トリス 口 メチルフェニルチオシクロプロベニ
ル過塩素酸塩(1lIa) 
4.3と同量の試薬と oー トルエンチオール (5g，0.040 
mol)を使用し， 4.3の操作にしたがった. 茶色粉末結
晶， mp 168~170'Cの(llI a) を L8g (35.1%)得た.
5 文献
1) Z.Yoshida， Y.Tawara，よAm.Chem.Soc.，
93， 2573 (1971) . 
2) 堀卓也，安田伍朗，井ヒ真一，愛知工大TVf報;
10， 253 (1975) • 
3) a.)吉田善一，米国茂夫，三木定雄; 日化第26
春季年会講演予稿集 ClI)， 1533 (1971). 
b.) R. Gompp巴r，U. Jersak， Tetrahedro日
Lett.， 3709 (1973). 
4) 吉田善一，米田茂夫，三木定雄，日比野健ー;
日化策28春季年会講演予稿集(1lI)， 1162 (1973). 
〔昭和51年l月10日受付)
